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事例報告「常盤平団地に串け号『孤独死ゼロ作戦』の取り組み」  

千葉県松戸市 常盤平団地 自治会会長 中沢 卓実  

◇講師のプロフィール◇   

1934年2月7日生まれ。23年前の創刊当時から「月刊myふなばし」編集長・  

松戸市の常盤平団地自治会会長を通算22年。松戸市社会福祉協議会理事。  

12年前に団地地区社協を立ち上げ、5年前から「孤独死の課題」に挑む。こ  

の4月15日に団地内の店舗を借りて「いきいきサロン」を開設して現在に至る。   

孤独死の課題に．取り組むことにより、地区社協の重要性を理解。現在も船橋と  

松戸を舞台に“2足のわらじ’稼業。  

1．琴育の分野にも広がる孤独死の課題   

・江戸専における授業と今回の福祉フォーラム   

・文科省が聖徳大学に委託した「孤独死の調査研究」   

・日本女子大学で講演（11／16）   

・淑徳大学で講演（12／21）  

2．国際的な広がりをみせる傾向   

・韓国MBSテレビで放映   

・イギリス『ザ・ガーデァン』紙に掲載（4／17）   

・白イター通信取材ずみ  

3．なぜ、こんなに孤独死の課題が広がるのか  

（か社会的な背景  

②住民主導で初の事例  

③地域福祉の重要な課題  

・④孤独死の事例から学ぶ  

（9国も“小さな扉開く”  
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4．常盤平団地における孤独死ゼロ作戦の取り組み   

・孤独死を考えるシンポジウムの開催   

・孤独死110番   

・まフど孤独死予防センター   

・孤独死の早期発見・早期対応（安否確認等）  

「向こう三軒両隣」呼びかけ（通報、あいさつの推進等）   
・会報「ときわだいら」等の定期発行   

・その他（リーダーの役割）  

5．「いきいきサロン」の開設   

・前例のない経営   

・明るい表情に変化（人の和、●地域の和）  

・集団で見学来場者  

・知り合い仲間づくりの拠点  

暮  

6．孤独死から学んでいかすこと   

・人間「どう死ぬか」それは●「どう生きるか」という生き方の課題と関わ  

っていることを再確認   

・人間の死亡率は100％   

・人間、命、人生など改めて考えるキッカケに   

・死は選べないが、生き方は選べる   

・人生4つの道のり   

・地域ぐるみで福祉のまちづくり  
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「孤独死ゼロ作戦」5年巨の総括  

2007年12月10日  

常盤平団地自治会  

常盤平団地地区社会福祉協議会  

（はじめに）   

常盤平団地で孤独死の課題に取り組むキッカケになったのが、2001年毎に先島された、いわゆる  

「白骨死体3年経過」という出来事でしたこ   

団地IDKのダイニングキッチンの板の由で白骨死体となって発見されたAさん（男性、69歳）は、  

家賃を自動振替落としで払っていました。発見された時、彗察署で検死の結果、「死後3年」とし＼うこ  

とでした。貯金ガ底をつき、家賃不払いとなり、現在の都市機構松戸住宅管理セッターが家賃催促を  

出しても戻って＜るこヒヒなり、担当者ガAさん軍を訪問して、警察署に連絡、Aさんの白骨死体を発  

見したという経緯をたどっていまし應。   

この時のAさん宅はIDKの家賃31，700円、共益費1，880円、合計33，580円でした。   

いわばAさんは亡＜なって白骨死体になってからも3年間、毎月33，580円の家賃等を払っていたこ  

とになります。これは年間で、40乙960円となり、3年間で120万8，880円となります。このほかガス代、  

電気代、水道代も払っていたのです。   

警察ガ白骨死体を運び出したあと、Aさん宅のドアに同じ地区12．住む民生委員ガメモ用紙を玄関  

ドアに貼りました。メモ用紙には「家族の方ガあ見えにな5れたら電話をして＜ださい」。民生委員0  

000「電話Wとメモ書きして。   

埴当民生委員の話、メモ用紙をメモ代わリlこして貼り出すと、翌日、Aさんの弟さんか5電話をも5  
って、Aさん宅を訪れました。託さんと居合わせた妹さんガいうには、亡＜なった兄は、5人兄弟で、家庭  

の事情で離婚して一人ぐらし。「子どもはいるけど、子どもや兄弟姉妹と連絡はいっさいなし。軍人は  

毎日のようにショウチユウをのんでいたようです。この団地にあ世話1こなっていて、いういうありガと  

うございました。兄の住んでいる1DKの合いカギを私がもっていました」。亡くなった兄の菜さんか5  

の電話によると、「兄は変わった人だった。兄貴は親とも縁を切っていました。兄弟姉妹とも長い間、連  

絡することもな＜、音信不通でした」。警察ガ1DKで兄を処置する際、課さんと妹さんガ立ち会ったと  

のこと。   

近隣の人の話、「近隣の人とあし＼さつをするでもな＜、こわい人というイメージのひとでした」。弟さ  

んも妹さんも隣の市lこ住んでいました。   

Aさんの死後、国勢調査が行われ、この地区を担当しているTさんから、地区長の中沢へ連絡。Tさ  

んいわく「何毘となQルも出レも、Aさん宅では＼電気ガついているし、メーターが回っているのに、本  
人ガ出てこない。どうしょうか」と問い合わせ。まさか亡＜なっていると知5ず、私は丁さんlこ「仕方ガな  

い。Aさんを調査不能で書類を出すしかない」と指示をしました。   

ことの経過を知った民生委員、地区社協関係者、自治会役員は、「白骨死体で3年経つ」と知り、み  

なあ黙とするばかリセ、事後の対策について、どうしたらいいのか、打つ芋ガわからないという状況で  
した。  

とこうガ2002年4月上旬になると、団地1地区で、Bさ～（男性、50歳）ガ亡＜なっているのではない  

か、というウワサガ広がっていました。  
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このウワサを知り、さっそ＜中沢ガ船橋の仕事場から電話作戦を開始。4階のBさんの向かいに住む  

高齢のぉばあさんいわく「ベランダの網戸lこいっぱいハエガとまるようになっている。どうしたんでしょ  

うか。あ隣さんのあ父さんを最近見かけないし、変なニオイがするんですよ」。   

Bさん下に住むCさんの話、  

「Bさんを最近、みかけないですよ。それに変なニオイかするのです。もしかすると・‥」。   

Bさん下に住むDさんの話、  

「あれは亡＜なった時のニオイですわ。それを思うと気味悪＜て…天井の部屋のス≡か5ムシガ落  
ちて＜るような気かして‥・もうここから弓lっ越ししたいのです」。   

同じ階段の人に次々と電話することにより、ある人とこんな会話をしました。「Bさんの奥さんの居  

場所を知っています」「教えて下さい」「いういろ事情があって、別居しているのです」「そうです仇自治  

会としても、相談にのりたい」。   

とんな会話があって、Bさんの別居中の奥さんと連絡ガとれました。   

Bさんの奥さんの話によると、「主人はこたつに入ったまま伏せるようにして亡くなっていました。こ  

たつの回りには、あ酒のフッカツプやカップラーメンなどがた＜さんこうがっていました。後始末は便利  

屋さんに遺体の処理や部屋の消毒などあ隈いして80万円かかりました。家庭内暴力もあって、子ども  

を連れて、別居していたのです。私は夜働いて生計をたてていました。主人は会社由リストラで、会社を  

辞めて、次の仕事をさガしていましたガ、思うよぅな仕事が見うからなかった」。   

このような家庭の事情をあききして、奥さんと会話しましたご「あ＜さん、ご主人は生命保険に入って  

いませんでしたか」「若い時に（生命保険に）入ったとききました。が、その証書がどこ1こあるか知りませ  

んが…」「押し入れとか、書類入れの中をよ＜みて下さい」   

（あ＜る日、奥さんから電話あり）「（保険の証書ガ）ありました」「どこの支店になっていますか」「0  

0支店です」「よし、私の方から、00支店長に電話して保険金をす＜lこ出すようにしてもらうか  

ら…」「あ願いします」  

（自治会長名で00支店長にあ隙いして）「奥さん、do支店長に頬んであるから、あす、00支店  

へ、印鑑とボーノ爪ンをもって訪れて下さい」「はい、わかりました」   

（翌日の午後、奥さんから連絡ガ入り、   

「（00支店に）いってきました。保険金が2，000万ありまし恵。（苦しかったので）助かりました」「そ  

れはよかった。自治会としていういう相談にのりますので、ガんばってください」。   
こんなやりとりをして励ました、という経緯をたどりました。   

弘志ちにとって、この二つの出来事ガ貴重な大きな経験となり、大きなキッカケとなりました。   

これを契機に、団地自治会と団地社協ガ、役員会や理事会を開いて孤独死の課題について次々   

と挑むことになりました。   

その後の経緯   
まず手初めに「孤独死しているようだ」「様子ガあかしい」と気づいたら、「早＜連絡してもらうこと」  

を住民に呼びかけま底この連絡システムは「孤独死110番」と位置づけ、近隣からの通報を会報  

「ときわだいら」で広報しました。   

この年由7月17日に、常盤平市民センターホールで「箋一回孤独死を考えるシンポジウム」を開催。  
団地住民にことの重大性を訴えました。  

この在の対応については、日記ふうにたどると以下の通りです。  
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平成14年（2002年）  

5月～6月  常盤平団地自治会と地区社協で孤独死問題の検討（ネットワーク・システムづく  

リ）を開始、「孤独死110番」（通報システム）を公表   

7月17日  団地自治会と地区社協の共催で［孤独死を考えるシンポジウム］（第一回）を  

開催   

9月30 日  孤独死予防対策：新聞販売店と協定書を締結   

10日18日  行政へ孤独死の実態調査を要請  

11日17日  読売新聞で「増える高齢者孤独死」と讃する特集で  

「孤独死に対する取り組み」が掲載される   

11月26日  孤独死予防対策ネソトワーク交流会開催  

初めて取り組む「孤独死への取り組み」。やることなすことがすべて初めてのこと。しかし、この間題  

の対応には住民の理解と協力ガ必要と直感。翌年（2003年）も8月18日に、常盤平市民センターホ  

ールで「第2回孤独死を考えるシンポジウ∠dを開催。つまり孤独死の課題について「みんなで考え、み  

んなで取り組む」という地域＜るみの視点に立って推進しました。  

その翌年、孤独死の課題に取り組んだ経緯を日記ふうにまとめると以下の通りです。   

平成15年（2003）年  

1月17日   県社協から先進事例取材   

3月3 日   県社協の啓発冊子「福祉CH旧A」に孤独死予防対策が特色ある取り組みと  

して事業縫介   

8月18日  ［孤独死を考えるシンポジウム］（箋2回）開催   

9月1日   松戸市か5地区年宅介護支援センター事業の一環とする地区高齢者支援  

連絡事業を地区社協ガ受託   

9月23日   地元カギ業者と覚書締結   

ll月10日   千葉県警ガ14年の県内孤独死は年間616件（50歳以上）と公表   

11月12日   ・「福祉よろず相談」開設（毎週水曜日の10：00～正午）・  

同時1こ「テレホン相談」も開設（毎週月～金の9：00～15：00）   

11月14日   厚生労働省所管・頓才）厚生問題研究所から編集取材   

「孤独死対策の経緯と教訓」と題して事例発表   

松戸市に対して市内の孤独死実態調査を要請し、市か5管内2警察署に調  

11月20日・21日  山口県で開かれた全社協主催の社協活動全国会議の自由研究発表で     12月20日     査要請する  

－3－  
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平成15年（200こ∋年）に至り、本格的tこ孤独死の課題tこ挑むこととなり、この取り組みガ全国し  

ベルの雑誌やマスコ≡にも報道されることになりました。私たち自治会や団地社協では、問題を調  

べるほどに、「奥の深い課題を含む」ことも知りました。つまり「死ぬということは、どう生きるか、とい  

う生きかたや暮らし方に関わっている」ことも再認識させられた年となりました。   
従って、翌年に1ま、本格的にこの課題tこ挑むことに。それはすべて初めて経験することばかり。   
平成16年（2004年）、この年の1月20日に厚生労働省大臣あてに「孤独死の課題」に関する初  

の陳情を行いました。  

松戸市内の孤独死の数ガ初めて公表されたのも、この年の2月4日のことでした。その数は「松戸  

市内年間の孤独死は90名」しかも「松戸警察署管内という旧市街地に畢い」ということも知りまし  

た。  

松戸市内の年齢階層別孤独死人数状況  

（警察署別）  平成18．1．1 ～18．12．31（2006年）  

男 性  女 性  計 

年齢階層 松戸署   松戸東署   松戸署   松戸東署  松戸署    松戸東署合 計 

50…54歳   0  0   2 

55～59歳   0   7  0  0   0  7 7   

60～64歳   5   2  0   6  2  8   

65～69歳   7   7  8  8  16   

70～74歳   3   6  2  5  7  12   

75～フ9歳   3   5  2   4  7  11   

80～84歳   2  4  5   5  7  12   

85～89歳   0  2  1  3   

90～94歳   O o  0   0  1   

95歳以上   0  0  0   0   0  0  0   

計   21 30  10   32  40  72   

全 体 数   194  106  114   60   308   166 474  

男 性  女 性  計  

年  松戸署   松戸東署  松戸署  松戸東署  松戸署  松戸東署  合 計   

平成15年  ーー 46  13   15   62   28   90   

平成16年   43   25   17   10   60   35   95   

平成17年   50‾   17   21   14   71   31   102   

平成18年   21   30   10   32   40   72   
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その後、毎年「市内の孤独死」のデータを公表。この年「90名」から翌年の「95名」「102名」と年ご  

と1こ増えていたが、2006年に至ると「72名」に激減。従来よリ30％も減少しています。   

ちなみ打102」の段階そこのうち30数％が64歳以下の中年孤独死であったことか5、NHKスペ  

シャル担当者ガこの点を重視してNHKユべシやル番組「団地の一室で…・」を放映。グランプ」を獲  

得し、全国的にヒットしました。   

この年lこは、6月5日、松戸市民会館大ホールで、厚労省森英介副大臣を招いて基調講演をもと  

に、「舅3匝ほ瓜独死を考えるシンポジウム」を国、県、市の協力で開催しました。   

さらにこの年の7月23日、常盤平市民センターで、現在の「まつど孤独死予防センター」の開所  

式を行いました。ここが全国初の「孤独死予防セッター」の設置となりまし串いわばこの設置により  

本格的に孤独死ゼロ作戦に挑む第一歩となりまし恵。   

都市再生機構とタイアップして団地全戸1こ呼びかけ「衣んしん登録カード」を実施したのもこの  

8月でした。この年から、全国紙ガ全国版に孤独死への取り組みを本格的に報じるようになりました。  

このように広がリを示すことにより「孤独死」と呼ぶ表現も定着しました。どの新聞もテしども雑誌も  

「孤独死」と書いてあり現在に至っています。  

この年の経緯を日記ふうに記したのガ以下の通りです。  

平成16年（2004）年  

1日20日  坂口厚生労働大臣tこ「孤独死の課題」に関する陳情を行い、  

渡辺博道衆喜義院議員の紹介で森英介副大臣に直接陳情  

同時に同省記者室で陳情内容説明   

2月－4日  平成15年の市内の50歳以上の孤独死は年間90件と怒声・松戸東南警察  

が公表。◆ 同時に松戸記者会でデータを説明し各紙で報道される   

2月20日  千葉県地域福祉支援計画に「孤独死対策」を盛りこむよう要請   

3月31日  厚生労働省啓発パンフレソト「あ年寄りガひヒリぼっちで死なないように  

（A4．16頁）孤独死に対する取り組みガ掲載される   

4白1日  干葉県地域福祉支援計配Ⅷ独死対策」欄載執る   

6月 

「孤独死を考えるシンポジウム2004」開催  

森副大臣の基調講演とシンポジウムに1，003名の参加竜を数える   

7月10日  地底社協と都市機構（住都公団）と共同で作成した，  

「あんしん登録カード」記入の呼び矧ナ開始   

7月23日  孤独死対策サマーセ≡ナーを常盤平市民センターホールで開催リ  

同時に「まつど孤独死予防センター」開所式を行う   

朴   県社協の「21世紀菜の花⊃ミュニティプラン」に常盤平団地地区社協が  

取り組んでいる「孤独死対策」ガ掲載される   

‾8月鯨・  松戸記者会に「あんしん登預カード」について発表し各紙ガ報道   

9月‾「日  毎日新聞に「10戸で階段委員会」と題する特集記事が掲載   

9月22日  「東葛まいにちlこ」孤独死をなくす取り組み特集記事ガ1面に掲載   
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i臼  朝日新聞tこ「一人にさせない決意～9千人の見守り作戟～」と題する特集  

記事ガ全国版に掲載される   

引∃  あんしん登録カード登録者ガ12月8日現在で301件となる。そのカードガ  

その後、3了0枚となる   

6日  毎日新聞社会部（大阪）取材（関連記事‥12／30付朝刊lこ掲載）   

7日  NHK社会部が午前10暗か5終日取材。この日、72歳男性の孤独死ガ発生  

し、孤独死を「即日発見・対応」する   

0日  毎日新聞朝刊に「公助を問う（阪神大震災10年）～孤独死をな＜す自衛策」  

と題する特集記事が掲載  

孤独死ゼロ作戦の一環として、・平成19年4月15日、団地内中央商店街の一店舗を貨りて「いきい  

きサロン」をオープンしました。これは都市機構にとって初の決断であり、前例のないことでした。   

この「いきいきサロン」は年間360日の営業であり、約30名の理事等による有償（1時間200円）  

ボランティアで世話人をつ＜り運営しています。   

店舗家賃の月短は「自治会3万円」「団地社協3万円」が負担。多＜の人ガ利用して好評です。これ  

も全国初の試みとなりました。このサロンの規則は以下の通りです。  

いきいきサロン運営規則   

いきいきサロン運営の適正化を図るために、この規則を定め、いきいきの魅力づくりに努めること  

とする。  

第一柔 いきいきサロンば、有償ボランティアの世話人が日々運営に当たることとする。  

世話人は一日二人体制で担当する。  

第二菜 運営の適正化を共有し、円滑蔦運営を図るためにご二か月に⊥回のわりあいで世話人会議  

を開く。  

第三菜 世話人会議は団地社協会長が招集する。  

第四条 いきいきサロンの営業時間は、原則として午前11暗から午後6暗までとする。  

但し、寒気の季節（11月から翌年3月の問）は午前11時から午後5暗までとする。  

茸五菜 いきいきサロンの入室料は一人100円とする。但し2特利用の団体については、このほか別  

途利用料を300白とする。  

第五菜 いきいきサロン再では、禁煙、寧酒とする。また、飲酒を伴う来訪者については退室を求め  

ることがで苦る。  

第七柔 いきいきサロン内では、来訪者に対して、無料でコーヒー、お茶などを提供する。  

このほか、弁当などの持ち込みは来訪者の白白とする。  
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第八乗 サロン内では、音楽の演奏など楽しいミニ催しなどを開催できる。  

第九菜 サロンの運営等に課題が生じた際には、世話人相互で連絡しあし＼、団地社協理事会で解決  

の道を示す。  

第十莱 この運営規則は平成19年11月1日から施行す5。  

この間、冊子『孤独死の課題に挑む』（①②）、冊子『地域フォーラム』、冊子『孤独死の課題に挑怨』  

（③④）、冊子『孤独死の課題に挑む』⑤⑥、冊子『講話集』をつくり、有効に活用しました。   

さらに今年の12月10日、常盤平市民センターホールで「孤独死ゼロ作戦」を考えるフォーラム2007を  

開催へ。   

このような経緯を経て、孤独死の課題ガ全国的に注目されるようになって、平成1了年（2005年）  

1月19日、自治会長として初めての「孤独死の講演」依頼ガ寄せられました。あ招き＜ださったのは  

名古屋市でした（，この日、名古屋市内にある熱田文化会館で孤独死対策の事例発表を行いました。  

中沢のほか7名の団地社協理事も参加。その後、講演依短が相次ぎ寄せれ、これを契機こ北は札幌、  

南は北九州市に至るまで、全国各地か5「中沢講演会」ガ行われました。その後も「講演」「事例報告」  

の依頼がつっき、平成19年10月現在でその数24回に及びました。なかでも江戸川大学福祉専門学校  

と船橋市中央公民館あよび滋賀県は2年間に2匡＝こわたり「中沢講演会」を開催しました。   

平成19年度の9月からの「講演」または「事例報告」は以下の通りです。  

中沢理事の「講演」「事例報告」の開催日程  

（平成19年11丹31日現在）  

＼＼＿ノ  

1．9月22日（土）・  

2．10月17日（水）  

3．10月21日（目）  

4．11月7日（水）  

5，11月9日（金）  

江戸川大学総合福祉専門学校（公開講座兼ね）  

船橋市中央公民館  

白井市役所  

神戸文化ホール  

厚生労働省「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」  

参考人報告  

日本女子大学（授業の一環）  

私学会館（孤独死を考えるシンポジウム）  

厚生労働省  

6．11月16日（金）  

7．12月24日（土）  

8．12月11日（火）  

「高齢者等ガ一人でも安心して暮らせるコミュニティエゴ＜り推進会議」  

9．12月17日（月）干葉県社会福祉協議会によるシンポジウム（パネリスト中沢卓実）  

淑徳大学（投業の一環）  

東京軍区研修所  

名古屋シンポジウム  

北九州市保健福祉局（14：00～）  

君津市公民館（午前講演、午後分科会）  

愛知県安城市（講演会）  

10．12月21日（金）  

11．2月1日（金）  

12．2月 2日（土）  

13 2月16日（土）  

14．3月14日（金）  

15．4月19日（士）  
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上記のデーター一にも記してあるように、厚生労働省か511月9日と12月11［］の2回にわたり「報  

告依漁」を受け対応しました。このようなことは初めてのことでした。  

「事例報菖」等のうち11月7日、神戸文化ホールで開かれる際の「中沢報告」及び11月9日、厚生  

労働省「研究会」での「中沢報告」の骨子は以下の通りです。  

神戸文化ホール（大ホール）での「中沢報告」  

事例報告「常盤平団地における『孤独死ゼロ件戦』の取り組み」  

干葉県松戸市常盤平団地自治会会長中沢卓実氏  

1．教育の分野にも広がる孤独死の課題   

・江戸川大学福祉専門学校にあける授業と今回の福祉フォーラム   

・文科省ガ聖徳大学に委託した「孤独死の調査研究」   

・日本女子大学で講演（11／16）   

・淑徳大学で講演（12／21）  

2．国際的な広がりをみせる傾向   

・韓国MBCテしどで放映   

・イギ1」ス『ザ・ガーデァッ』紙に掲載（4／17）   

・ロイター通信取材ずみ  

3，なぜこんなに孤独死の課題が広がるのか   

・社会的な背景   

・住民主導で初の事例   

・地域福祉の重要な課題   

・孤独死の事例か5学ぶ   

・国も“小さな扉開＜”  

4．常盤平団地における孤独死ゼロ作戦の取り組み   

・孤独死を考えるシンポジウムの開催   

・孤独死110番   

・まつど孤独死予防センター   

・孤独死の早期発見・早期対応（安否確認等）   

・「向こう≡軒両隣」呼びかけ（通報とあいさつの推進等）   

・会報「ときわだい5」等の定期発行   

・その他（リーダーの役割）  

5．「いきいきサロン」の開設   

・公団店舗で初の試み   

・明るい表情に変化－（人の和、地域の和）   

・団体で見学者   

・知り合い仲間づくりの拠点  

し  

10   
－8－  




